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研究成果の概要： 

キリシタン版『羅葡日辞書』（1595 年天草刊）は 1570 年リヨン版に近い本文をもつラテン語辞

書カレピヌスから見出し・語釈を抽出し、形式を若干改めて、ポルトガル語と日本語の訳を付

したものである。日本語訳は原典とその抄訳であるポルトガル語訳に基づいているが、語釈の

省略や追加だけでなく、宣教を意識して翻訳されたとみられる箇所がある。また『羅葡日辞書』

現存諸本の錯誤と訂正から、原稿作成・印刷の複数の工程で訂正が行われたことが推測される。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 キリシタン版『羅葡日辞書』(Dictionarium 
Latino Lusitanicum, ac Iaponicum 1595 年
天草刊)は、イタリア・ベルガモ出身のアン
ブロージョ・カレピーノによって書かれたラ
テン語を見出しとする多言語辞書(以下「カ
レピヌス」と略記する)に基づき、日本で独
自に編纂されたものである。『羅葡日辞書』
は、他のカレピヌスと異なり唯一、欧州外で
出版され、ポルトガル語・日本語訳を持つ版
であり、大航海時代の東西言語接触の産物と
して、日本語史の分野でも海外のラテン語・

ポルトガル語辞書史の分野でも関心を持た
れてきた。だがその原典については、標題及
び序文で明記されているものの、その年まで
に欧州各地で出版されていたカレピヌスが
約 160 種と多数であり、又辞書本文の情報量
も膨大であるため、国内外で対照研究はもち
ろん、原典の版の特定まで調査が行われてこ
なかった。 
 またキリシタン語学書としては、日本語史
研究で『日葡辞書』とジョアン・ロドリゲス・
ツヅの二著書『日本大文典』『日本小文典』
とが古くから研究の中心的存在であり、近世
初期の日本語資料として大いに利用されて
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きた。しかし『羅葡日辞書』は『アルヴァレ
スラテン文典』(1594 年天草刊)とともに、ラ
テン語学習を主目的として編まれたもので
あること、原典との対照研究が容易でないこ
とから、研究は日本語の用例を抜き出して使
うものがほとんどであった。 
 研究代表者（岸本）は平成 13～16 年度、
科学研究費補助金 特定領域研究「東アジア
出版文化の研究」の研究課題「キリシタン版
の書誌的研究」の成果として、『羅葡日辞書』
が1570 年リヨン版の系統を典拠としながら、
大幅な簡略化と独自の改変が行われている
ことを初めて示した。更にこの成果を発展さ
せた内容を、キリスト教宣教師によって各布
教地で行われた言語研究を広く関係付ける
ため新たに始まった、宣教言語学国際会議
（第二回、2004 年 3 月於ブラジル・サンパウ
ロ大学）で発表したところ、海外の複数のロ
マンス語研究者からも大きな関心が寄せら
れた。 
 また平成17～18 年度科学研究費補助金 基
盤研究(B)「多言語辞書データベースに基づ
くキリシタン文献辞書類の語彙体系の統合
的研究」（研究代表者・豊島正之）の研究分
担者として、キリシタン版の『羅葡日辞書』
『日葡辞書』を、カレピヌスやポルトガルで
作られたジェロニモ・カルドーゾの羅葡・葡
羅辞書、『羅葡日辞書』を主要な典拠とした
マノエル・バレトの葡羅辞書などと共に多言
語辞書の一つとしてデータベース上で捉え
直そうとしつつあった。 
 このように『羅葡日辞書』と原典との本格
的な対照研究は始まったばかりの独創的な
ものであるが、すでに国内外から注目を受け
ていた。 
 
２．研究の目的 
 
 キリシタン版『羅葡日辞書』は、イタリア・
ベルガモ出身のアンブロージョ・カレピーノ
によって書かれたラテン語を見出しとする
多言語辞書(1502 年初版、以下「カレピヌス」
と略記する)に基づき、日本で独自に編纂さ
れたものである。本研究では、同時代の数多
いカレピヌスの版の中で最も『羅葡日辞書』
に近いと考えられる 1570 年リヨン版の系統
の本文と、『羅葡日辞書』の本文とを比較対
照する。 
 具体的には、第一に見出し語とその下にあ
る説明内容がどのように取捨選択されてい
るかという点、第二にラテン語からポルトガ
ル語訳と日本語訳へどのように翻訳が行わ
れているかという点から調査を進め、原典と
なった版をさらに絞り込むと同時に、天草版
カレピヌス『羅葡日辞書』の独自性を浮き彫
りにする。 
 

３．研究の方法 
 
(1) 『羅葡日辞書』と 1570 年リヨン版カレ
ピヌスを、A, M, R 部および補遺、正誤表を
中心に対照させ、内容の取捨選択と改変の実
態を探る。 
 
(2) (1)とともに、ジェロニモ･カルドーゾの
『羅葡辞書』（1570 年刊）・キリシタン版『日
葡辞書』（1603-1604 年刊）・日本イエズス会
士マノエル ･ バレト自筆『葡羅辞書』
（1606-1607 年写）など同時代の他の辞書と
も付き合わせる。 
 
(3) 編纂・翻訳上、興味深い見出しや語釈が
あればさらに他の国内外の資料と合わせて
分析する。 
 
(4) 1570 年から『羅葡日辞書』の出版の間に
は約 17 種の 1570 年リヨン系版が現存するが、
どの版が『羅葡日辞書』の典拠になった版に
最も近いか検証する。 
 
４．研究成果 
 
(1)羅葡日辞書と原典との対照 
 羅葡日辞書の本編を原典に近い版と思わ
れる 1570 年リヨン版カレピヌスおよびその
増補版 1585 年リヨン版と対照させて調査を
行った結果、以下の①～④が明らかとなった。 
 
①見出しの採用について、原典から固有名詞
のほとんどを省いている以外はほぼ網羅的
である。さらに、原典の小見出しを大見出し
に昇格させていることもある。アルファベッ
ト順への語順並べ替えが頻繁に行われてお
り、変化形の表示がしばしば追加されている。 
 
②翻訳について、原典のラテン語語釈及び引
用例を検討したうえで必要と思われた要素
を抽出しポルトガル語訳・日本語訳を行って
いる。ポルトガル語訳と日本語訳は緊密な関
係にあるが、日本語訳でも原典が参照されて
おり完全な重訳ではない。ポルトガル語訳に
ついて、同時代に出版されていたジェロニ
モ･カルドーゾのラテン語・ポルトガル語辞
書が使用された確かな証拠は認められない。 
 
③上記①②の傾向について、本編や補遺の間
で大きな差異はなく複数の編者の間で編集
方針はほぼ一貫していたとみられる。 
 
④1570 年リヨン版系統のカレピヌスのうち
1585 年リヨン版以降のみに含まれる増補部
分が、明らかに『羅葡日辞書』に取り入れら
れたと見なせる例は見つかっていない。 
 



 

 

(2)宣教を意識した原典の改変 
 キリシタン版『羅葡日辞書』の日本語訳は、
ヨーロッパで出版された原典カレピヌスの
ラテン語語釈に基づいたポルトガル語訳と、
原典そのものとを参照して作られているが、
翻訳が難しいものについては説明を省略し
たり、ヨーロッパにはない日本の事物に置き
換えたりする一方で、独自に語句を加えたと
思われる例が見られる。それは単に日本人読
者の理解を助けるための補足だけでなく、見
出し Pascha, ae の訳のようにキリスト教的
な意味の語句を加えたり、Obeliae, arum に
見られるように古代ローマ神について
fotoqe（仏）や butjin（仏神）という語を加
えて訳したりするなど、日本イエズス会のヨ
ーロッパ人・日本人両方を含む編者たちが、
宣教を意識して翻訳したとみられるものも
ある。これは、ヨーロッパのキリスト教文化
圏の読者にラテン語の規範を示すことを目
的としたカレピヌスとは大きく異なる特徴
の一つである。 
 
(3)『羅葡日辞書』の錯誤と製作工程 
 『羅葡日辞書』現存諸本は、巻末の正誤表
や印刷後の書き入れにより一部訂正されて
いるものの、多くの誤りを含んでいる。これ
らの錯誤と訂正の分析から、原稿作成と印刷
の複数の工程で誤りが生じていたこと、訂正
作業もほぼ同時進行的に複数の段階で行わ
れたことが推測される。 
 マノエル・バレト自筆『葡羅辞書』
（1606-1607 年写）は『羅葡日』を主要な典
拠にしているが、『羅葡日』において訂正さ
れている箇所について、訂正前と同様になっ
ているもの・訂正後と同様のものとの両方が
見られることから、バレトが参照した『羅葡
日』が現存する諸刊本と若干異なっていた可
能性がある。 
 
上記(1)(2)(3)の成果は、本研究における『羅
葡日辞書』とカレピヌスとの対照からはじめ
て明らかになったことであり、ヨーロッパ辞
書史・日本辞書史を結ぶ重要な意味をもち、
新しい学問である宣教言語学の共時的研究
展開の足がかりにもなると考えている。今後
は『羅葡日辞書』とカレピヌスとの関係から
さらに範囲を広げ、バレト辞書、『日葡辞書』
やドミニコ会士ディエゴ･コリャードによる
『羅西日辞書』（1632 年刊）などとの編纂上
の関係を明らかにしていくことを目指して
いる。 
 
(4)キリシタンの棄教を表す「ころぶ」とい
う語 
 キリシタンの棄教を表す動詞「ころぶ」及
び名詞形「ころび」という語は、禁教政策が
本格化し始めた 17 世紀初めには、すでに比

喩的な表現としてある程度定着していたと
みられる。これは「ころぶ」という語が、『羅
葡日辞書』『日葡辞書』により、「落つる」「倒
るる」の類義語であり「立ち上がる」の反義
語であったとみなせることからも、信仰を外
圧で棄てるという意味を表すのに適当な俗
語的表現とみなされたためと考えられる。内
面の信仰を権力によって棄てさせるという
弾圧が日本で稀であったことに加え、迫害の
規模や峻烈さから、対象をキリシタンに限定
した用法が比較的短期間のうちに定着した
のであろう。 
 
(5)キリシタンの聖人崇敬 
 トレント公会議を背景にキリシタン時代
日本にも聖人崇敬の教えが伝えられたが、戦
闘時に聖ヤコブ（サンチャゴ）の名を叫ぶ習
俗や聖書に見えない聖人の伝説なども伝わ
っていた事実が確かめられることから、キリ
シタン時代受容されたキリスト教が中世の
流れを強く受けていたこと、ポルトガル・ス
ペインの地域色の濃いものであったことが
明らかである。 
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